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東
京
メ
ト
ロ
渋
谷
駅
か
ら
今
回
の
取
材
現
場
に
向
か

お
う
と
し
て
ほ
ん
の
少
し
迷
っ
た
。
今
、
渋
谷
の
街
は

急
激
に
進
化
し
て
い
て
、
訪
れ
る
た
び
に
新
し
い
顔
を

見
せ
て
く
れ
る
。
今
回
は
新
し
い
地
下
通
路
が
整
備
さ

れ
、
地
下
鉄
の
改
札
を
出
て
そ
の
ま
ま
青
山
通
り
と
六

本
木
通
り
が
合
流
す
る
渋
谷
警
察
署
前
の
交
差
点
に
出

る
こ
と
が
で
き
た
。
東
西
に
伸
び
る
六
本
木
通
り
の
頭

上
を
首
都
高
速
三
号
渋
谷
線
が
走
る
。
こ
こ
か
ら
西
側

に
三
〇
〇
㍍
、
高
速
道
路
に
沿
っ
て
渋
谷
入
口
（
下
り
）

新
設
工
事
の
現
場
が
展
開
し
て
い
る
。
六
本
木
通
り
か

ら
首
都
高
速
三
号
渋
谷
線
の
下
り
線
に
入
る
た
め
の
入

口
を
新
設
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　

現
在
、
首
都
高
速
道
路
の
霞
が
関
か
ら
池
尻
ま
で
の

七
㌔
㍍
の
区
間
に
は
、
下
り
方
面
へ
の
入
口
が
な
い
。

混
雑
す
る
六
本
木
エ
リ
ア
、
渋
谷
エ
リ
ア
を
回
避
す
る

た
め
に
は
、
霞
が
関
で
高
速
道
路
に
乗
る
必
要
が
あ
り
、

こ
れ
を
逃
す
と
池
尻
ま
で
一
般
道
で
行
く
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
。「
新
し
い
入
口
を
渋
谷
の
手
前
に
新
設

す
る
こ
と
で
混
雑
す
る
渋
谷
エ
リ
ア
を
通
過
せ
ず
に
、

東
名
高
速
道
路
方
面
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
、
渋
滞
も
大
幅
に

緩
和
さ
れ
ま
す
」
と
説
明
し
て
く
れ
た
の
は
現
場
を
統

率
す
る
首
都
高
渋
谷
作
業
所
の
平
田
英
樹
作
業
所
長
だ
。

「
せ
っ
か
く
中
央
環
状
線
が
開
通
し
、
大
橋
Ｊ
Ｃ
Ｔ
（
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
）
も
整
備
さ
れ
た
の
に
、
今
の
と
こ
ろ

そ
こ
に
至
る
ま
で
が
本
当
に
不
便
で
す
。
渋
谷
入
口
が

で
き
れ
ば
大
橋
Ｊ
Ｃ
Ｔ
を
経
由
し
て
羽
田
空
港
や
池
袋

都
心
部
か
ら
渋
谷
を
飛
び
越
え
て

高
速
道
路
に
合
流
す
る「
入
口
」
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「
渋
谷
」を
飛
び
越
え
る

高
速
道
路
の
助
走
路
を
造
る

（
改
）渋
谷
入
口（
下
り
）新
設
工
事

東
京
、渋
谷
。再
開
発
か
ら
道
路
整
備
ま
で
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
輻ふ

く

輳そ
う

し
、日
々
そ
の
表
情
を
変
え
て
い
る
。

そ
の
渋
谷
に
展
開
す
る
都
心
部
か
ら
郊
外
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
高
速
道
路
の「
入
口
」の
建
設
現
場
を
訪
ね
た
。

渋
谷
の
街
は
、東
京
の
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、未
来
に
脈
打
つ
心
臓
と
す
れ
ば
、

首
都
高
速
道
路
は
縦
横
に
走
る
大
動
脈
だ
。血
流
を
変
え
、よ
り
健
全
な
都
市
機
能
の
充
実
を
図
る
。

多
彩
な
土
木
技
術
を
総
動
員
し
た
都
市
土
木
の
象
徴
と
も
い
え
る
現
場
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

渋谷警察署前の交差点。画面奥の六本木方面から首都高速3号渋谷線の下りに合流する入口を構築する。

工事現場断面図 渋谷二丁目交差点
付近（提供：首都高速道路㈱）
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■完成イメージ
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渋谷入口
（下り）

新設 首都高速 3 号線 首都高速 3 号線

六本木通り 首都高速３号線 六本木通り

7.9ｍ

10.9ｍ6.0ｍ6.0ｍ

13.0ｍ 11.8ｍ

6.8ｍ

7.8ｍ4.8ｍ

12.6ｍ16.9ｍ

4.2ｍ 7.3ｍ 5.8ｍ 7.5ｍ
11.5 13.3ｍ

6.0ｍ6.0ｍ 11.1ｍ
7.7ｍ17.1ｍ

4.7ｍ4.0ｍ 7.1ｍ
7.7ｍ

6.1ｍ5.9ｍ
17.1ｍ

11.2ｍ 9.0ｍ

2.8ｍ

7.7ｍ7.7ｍ

平面図

縦断図

横断図

■完成イメージ
　（渋谷二丁目交差点から渋谷駅方向を望む）

■完成イメージ
　（渋谷署前交差点から六本木方向を望む）

視点①

視点②

　　本事業は、首都高速３号線の利便性向上等を目的に、並行する六本木通り（都道412号）の渋谷二丁目交差点から渋谷署前交差点にかけての約300mの区間に、

渋谷入口（下り）を新設します。それに伴い、六本木通り（都道412号）の車線が3車線から2車線に変更されます。

３車線 ３車線３車線 ２車線 ２車線

バス停

２車線

5.4ｍ



建設業界 402018.1141 建設業界 2018.11

方
面
へ
、
現
在
三
〇
分
以
上
掛
か
る
と
こ
ろ
を
、
そ
の

半
分
ほ
ど
の
時
間
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
」。

　

着
工
は
二
〇
一
五
年
の
年
末
、
現
在
（
二
〇
一
八
年

九
月
）
ま
で
の
進
捗
状
況
は
約
六
〇
％
だ
。
六
本
木
寄

り
の
渋
谷
二
丁
目
交
差
点
か
ら
渋
谷
駅
前
の
渋
谷
警
察

署
前
交
差
点
ま
で
、
約
三
〇
〇
㍍
に
わ
た
る
現
場
は
大

き
く
三
工
種
に
分
け
ら
れ
る
。

　

新
し
い
入
口
の
料
金
所
は
渋
谷
二
丁
目
交
差
点
を
通

過
し
た
地
点
に
整
備
さ
れ
る
。
こ
の
料
金
所
部
の
工
事

が
約
五
五
㍍
、
そ
こ
か
ら
高
速
道
路
に
合
流
す
る
切
土
、

盛
土
に
よ
る
掘
割
構
造
の
ラ
ン
プ
部
擁
壁
が
約
一
五
〇

㍍
続
く
。
そ
の
先
の
渋
谷
警
察
署
前
交
差
点
の
上
空
地

点
に
至
る
ラ
ン
プ
部
は
一
〇
〇
㍍
余
り
の
橋
梁
構
造
に

な
る
。「
全
体
で
約
三
〇
〇
㍍
。
そ
れ
ほ
ど
延
長
の
あ
る

現
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
工
区
に
よ
っ
て
ま
る
っ
き

り
異
な
る
三
工
種
の
施
工
を
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す

ね
」
と
平
田
所
長
は
話
す
。

　

平
田
所
長
に
渋
谷
二
丁
目
交
差
点
を
起
点
に
現
場
を

案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
工
事
着
手
前
、
六
本
木
通
り

は
三
車
線
で
あ
っ
た
が
、
渋
谷
入
口
（
下
り
）
を
新
設

す
る
こ
と
で
二
車
線
に
変
更
さ
れ
る
。
現
場
付
近
は
首

都
高
速
三
号
渋
谷
線
側
に
常
設
帯
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

六
本
木
通
り
は
す
で
に
二
車
線
に
な
っ
て
い
た
。
相
変

わ
ら
ず
車
両
の
通
行
量
は
多
い
。「
こ
こ
に
新
設
さ
れ

ト
ラ
ッ
ク
の
台
数
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
、
周

辺
の
環
境
に
配
慮
し
た
工
法
で
す
」
と
平
田
所
長
は
説

明
す
る
。
現
場
周
辺
に
住
宅
は
多
く
な
い
が
、
昼
夜
を

問
わ
ず
車
が
通
行
し
、
歩
行
者
も
少
な
く
な
い
。
安
全

対
策
や
近
隣
へ
の
配
慮
に
は
万
全
を
期
し
て
い
る
。

　

こ
の
ラ
ン
プ
擁
壁
部
を
過
ぎ
る
と
橋
梁
部
だ
。
一
一 

〇
㍍
あ
ま
り
の
区
間
は
、
三
分
の
二
が
五
径
間
の
ホ
ロ

ー
ス
ラ
ブ
（
中
空
床
板
）、
残
る
最
端
部
は
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
箱
桁
で
架
橋
す
る
。
現
場
で
は
新
た
な
橋
を
架
け
る

た
め
の
下
部
工
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
上
部
工
に
取
り
掛
か

っ
て
い
る
。
平
田
所
長
は
こ
う
説
明
す
る
。「
渋
谷
入
口

新
設
工
事
は
、
い
わ
ば
お
よ
そ
五
〇
年
前
に
建
設
さ
れ

た
高
速
道
路
と
同
じ
形
式
の
道
路
を
造
っ
て
一
体
化
さ

せ
る
工
事
で
す
。
新
た
な
橋
脚
も
既
存
の
橋
脚
の
状
況

を
精
査
し
な
が
ら
一
つ
の
構
造
物
と
し
て
成
立
さ
せ
る
。

慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
工
事
で
す
ね
」。

　

そ
の
先
は
東
名
高
速
道
路
と
の
合
流
地
点
だ
。
賑
や

か
な
渋
谷
駅
前
を
眼
下
に
見
下
ろ
し
な
が
ら
高
速
道
路

に
合
流
す
る
。
そ
の
爽
快
感
を
想
像
し
な
が
ら
、
竣
工

が
楽
し
み
に
な
っ
た
。

る
料
金
所
ブ
ー
ス
の
幅
員
を
確
保
す
る
た
め
に
、
床
板

を
支
え
る
基
礎
と
し
て
の
鋼
管
杭
を
打
ち
、
そ
の
上
に

Ｒ
Ｃ
床
板
を
構
築
、
更
に
そ
の
上
に
合
成
床
板
を
搬

入
・
組
立
し
、
高
速
道
路
側
に
向
け
て
ジ
ャ
ッ
キ
で
押

し
出
す
工
法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所
で
庇ひ

さ
し

を

造
っ
て
張
り
出
さ
せ
る
施
工
方
法
で
す
」
と
平
田
所
長

が
教
え
て
く
れ
た
。
当
初
は
工
場
製
作
し
た
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
床
板
を
予
定
し
て
い
た
が
、
重
量
が
あ
り
、
施
工

に
よ
る
高
速
道
路
の
規
制
回
数
も
多
く
な
る
。「
合
成

床
板
だ
と
軽
量
で
、
押
し
出
せ
る
延
長
が
長
く
な
る
た

め
、
工
事
に
よ
る
道
路
規
制
の
回
数
を
半
分
以
下
に
減

ら
す
こ
と
が
可
能
で
す
」。

　

料
金
所
部
か
ら
渋
谷
方
面
に
向
か
う
。
す
ぐ
横
を
一

般
車
が
走
っ
て
い
る
。
現
場
内
で
は
、
車
両
や
歩
行
者

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
多
く
の
ガ
ー
ド
マ
ン
を
配
置

し
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
一
五
〇
㍍
ほ
ど
が
ラ
ン
プ
擁
壁
部
だ
。
お

よ
そ
一
一
〇
㍍
を
切
土
、
そ
の
先
約
四
〇
㍍
を
盛
土
し

て
橋
梁
部
に
つ
な
げ
る
。
こ
の
工
区
で
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
矢
板
を
ミ
ニ
ウ
ォ
ー
ル
工
法
（
気
泡
掘
削
）
で
施
工

し
て
い
る
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
よ
う
な
カ
ッ
タ
ー
を
擁

し
た
削
孔
機
で
地
面
に
穴
を
開
け
、
長
い
も
の
で
十
一

㍍
超
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
設
す
る
。「
掘
削
泥

土
に
気
泡
を
混
練
り
し
た
気
泡
安
定
液
に
よ
り
溝
壁
崩

壊
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
気
泡
の
ベ
ア
リ
ン
グ
効
果

に
よ
り
機
械
負
荷
を
低
減
さ
せ
他
工
法
よ
り
も
騒
音
・

振
動
を
低
減
で
き
る
工
法
で
す
。
ま
た
消
泡
剤
を
壁
造

成
時
に
添
加
し
発
生
泥
土
の
削
減
を
図
り
搬
出
ダ
ン
プ

約
三
〇
〇
㍍
区
間
で
土
を
切
り
、盛
り
、

橋
を
架
け
る

左／右手の擁壁の向こうには既存の高速道路が走る。そのすぐ隣で新しいランプの施工が始まっていた。完
成後、擁壁を撤去して合流路をつなぐ。
右／矢板による土留めが終わり、上部工が始まっている。鋼管杭の内部の鉄筋は、上部に鋼材が架けられる
ことを想定して、事前に配筋した。

右／渋谷二丁目交差点から渋谷方面を望む。ここが現場の
東端。写真右手が新たな入口になる。３車線だった六本木
通りの車道はすでに2車線になっている。一般車両の通行
が多く、安全面には細心の注意が必要になる現場だ。
上／完成イメージ図 渋谷二丁目交差点から渋谷方面を望
む（提供：首都高速道路㈱）

現場には掘削機がタワーのようにそびえている。

チェーンソー状のカッター（右）で掘孔し、コンクリート矢板（左）を挿入するように
打ち込んでいく。
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三
〇
〇
㍍
と
は
い
え
、
一
つ
の
工
区
に
こ
れ
だ
け
多

様
な
工
種
が
並
行
す
る
都
市
土
木
の
現
場
。
平
田
所
長

と
し
て
も
初
め
て
の
経
験
だ
と
明
か
す
。「
入
社
以
来
、

都
市
部
の
土
木
工
事
、
首
都
高
の
工
事
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
目
ま
ぐ
る
し
い
現
場
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
工
事
用
車
両
の
入
出
場
や
、
ク
レ
ー
ン
の

旋
回
に
も
制
約
が
多
く
、
重
機
配
置
に
苦
労
し
て
い
ま

す
。
車
両
は
渋
谷
駅
方
向
に
し
か
走
れ
ず
、
作
業
帯
幅

が
狭
く
転
回
も
出
来
な
い
た
め
、
搬
入
車
両
の
方
向
転

換
も
ひ
と
苦
労
。
た
っ
た
一
回
の
搬
入
の
た
め
に
道
路

使
用
許
可
を
申
請
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
笑
う
。

　

一
方
、
こ
れ
だ
け
多
彩
な
施
工
を
ま
と
め
て
経
験
で

き
る
貴
重
な
現
場
で
も
あ
る
。
配
属
さ
れ
て
い
る
技
術

者
は
一
七
名
、
そ
の
う
ち
二
〇
代
の
若
手
が
三
分
の
一

を
占
め
る
。
平
田
所
長
は
彼
ら
に
こ
の
現
場
で
可
能
な

限
り
最
先
端
の
技
術
に
触
れ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
ス
キ
ル
だ
け
で
は
な
く
感
性
も
磨
い
て
ほ
し

い
と
、
最
後
に
こ
う
話
し
て
く
れ
た
。「
例
え
ば
『
安
全

管
理
』
も
ス
キ
ル
の
一
つ
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
危
険

因
子
に
気
付
く
感
性
が
欠
け
て
い
る
と
宝
の
持
ち
腐
れ

で
す
。
今
こ
の
瞬
間
に
声
を
上
げ
て
注
意
を
喚
起
し
、

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
。
あ
る
い
は
、
今
の
施
工
が
次
の

段
階
に
ど
う
い
っ
た
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
技
術
者
と
し

て
妥
協
せ
ず
、
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
判
断
、
指
示
を
出

す
。
そ
う
し
た
感
性
、
先
々
の
状
況
を
予
測
し
、
見
極

め
る
力
を
高
め
て
ほ
し
い
で
す
ね
」。

Qこの現場で発見したことは何ですか？

A 最初に所長を拝命したのは30
代の頃です。それまでの経験が

株式会社フジタ
首都圏土木支店
（改）渋谷入口（下り）新設工事
首都高渋谷作業所 作業所長

平田英樹
Hideki Hirata

代の若手に、いかに技術と精神を継承
するかが大きな課題だと感じています。
その中間に位置する我々40代の責任
は大きい。この現場では、若手を黙っ
て見守り考えさせる、そして人となり
に則った的確な指示を出すことの大切
さを知りました。かつての、すぐに口
を出す、否定するといったやり方はダ
メだと。辛抱しつつ彼らのプライドと
技術を育んでいきたいですね。

認められたこともあり自信はあったの
ですが、いざ着任すると現場を全うす
る重責を痛感しました。この現場で3
回目の所長を務めていますが、当時の

「責任」とは少々違う重さを感じてい
ます。それは人を育てることの重要性
です。建設業は現在、団塊の世代が引
退し、今後業界を担っていく20代、30

高速道路と並行した新たなランプウェイとなる橋梁部。左手にはすでに橋桁が架設されている。
施工ヤードの確保も容易ではない大都会の真ん中で、慎重に施工を進めている。

上／約半世紀前に造られた薄型の橋脚を
抱くように新たな柱を建てて、既設橋脚
と一体化する。
左／新たに桁を架けるための橋脚を施工
する。

技
術
者
と
し
て
の
感
性
と
プ
ラ
イ
ド
を
磨
け

発 注 者：首都高速道路株式会社
施 工 者：株式会社フジタ 首都圏土木支店
工事場所：東京都渋谷区渋谷2丁目
工事延長：L=381m
上 部 工：単純プレキャストPC箱桁橋（1連）31m
　　　　　5径間連続RCホロースラブ（1連）76m
　　　　　コンクリート430㎥　鉄筋40t　PC鋼材5t　支承6基
橋台・橋脚工（7基）：コンクリート450㎥、鉄筋90t
基 礎 工：場所打ち抗（TBH工法）φ1,000　L=15.5 〜 21.0m　N=26本
　　　　　深礎工　φ5,000　L=17.5m　N=1本
下部既設補強工（5基）：場所打ち抗　φ1.000　L=17.5 〜 19.5m　N=34本
　　　　　　　　　　  コンクリート250㎥　鉄筋10t
擁壁工（150m）：コンクリート矢板　147枚
張出床版工：鋼管杭φ1.000　コンクリート970㎥　鉄筋86t
撤 去 工：既設遮音壁 L=180m　既設床版・高欄 L=110m
　　　　　既設擁壁 L=200m
舗装工（高速）：1,000㎡

工事概要


